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〈研究紹介〉

簡易型機構の研究

字自科学研究所樋口 健

1.はじめに

近年産業の分野では機械と屯公が倣イ干したノカ

トロニクスが発燥し 'j.: 山総 jZi 物においても知的

地'.L、構造物は椛 J立や機附とロボティクスとの続出 L

を熊くしつつある。 I，Y，;立あるいは機附の tti 機能化

は. ;lJi ll卸との境界Ii (U，止の ilf-允となってきた。 J)t に

情泣物の変形や 1&Hi1) を能動的に制御することによ

って緋 iE の軽 laf 化や.似納 tt ・桁向車 IliJ主等の大恥 1

な向上が凶られている jill'ffi'，小引・事長;， i化のた

めには機械的部分をできるだけ 1丘公的なものに置

き換えているが.ニれは機械的部分が小引・軽ITi:

1ヒしにくいことを ~~J ，iff っている。したカが fつて'戸

機能化するために'正主欠 Lや制 1御卸等 1他也の 6耐併j庁f 究官旬術 i(υI域或と吊紬 虫

イ介干させたリ J集』品削 4付干桁 f白1I皮主を上げたリするのは当然の!成求!り )

4訂j' ;ききてで"あるし. また今後ともその Jil") で附究が発

!足して行かなければならないが.情jliや機怖のi向

機能化と!立一般に泌総化するJi l"] にある。そこで.

椛iitや機怖そのものを NN lil化できるよう検討して

みる必裂がある。これは機械的要素のfllj~ff-;化では

なしある辺 l味では六割t犯で良いから機械的援.)Ii

を NN Ip にしようとする E式みて日ある。こ hはi1nll~1Iを

似極的に取リ人れて柏術化しようとする潮流に一

見逆行するように忠われるが.簡単化した機械的

袋井;を制御することによりむしろ y ステムの高機

能化が促進されて行くしのと巧一えている また，

これは NN Iii. 主むのを数多く ttめて俳全体として機

能する ntlt分散，~~ :，..-ステムにも j凶するものがある。

以ド.簡易引の機hY，または構造に|刻する研究の

一端を簡単に紹介する。

2. 大型情造物建造のためのドッキング装置

ド y キングは.村荷fな委勢制1~1I .;主 IS[制御l等を

行ってソフトドソキングを 11 うことが然来H ・ 4菩
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-隙物の安全や構造設計;などの点から望ましい。し

かし.全てのド y キングが紡'色な制御を攻ーすると

は限らないであろう。例えば，大型宇'Jj憐造物建

造の千段としてパーシング/ド y キングを行う場

合， M'ff，'な制御を行うには結介する多くの古1\材に

ilill御機総やスラスタ燃料などを{耐えなければなら

ず. しかも.長大な古1\材の』出店、を制御するには構

iliが柔軟なゆえ長い II与 nn を裂する。そこで.判 l対

的な佐世・回転， j)Jf;jiiJ}jI"j の大きな J民主を，汗容し.

しかも比較的少主い制御でド y キングできるよヲ.

開花のメカニズムを応附した簡易型向機能ド γ キ

ング機構を試作した(図 1 )。

図 1 簡易型高機能ドッキング後備

チェイサ mil の itfl' はJ;j，殺から1;1)リ出した 1111 Ii両で

あり.十'1'1 J己のピン結介まわりに 1 ndJ'~で回転す

る単純な機椛である。イヒナfは互いに唱なり fT うよ

う I I)f;'i 状に配位されているため，師、月刊 I() には花弁

l 似の駆動によって全ての花弁を駆動でき.駆動

計Ih! の放隙に対する川氏 '1'1 がある。機材同ず li i.純で討

中i('I'1 があり唱f1~J1卸iJ n!iJ~化できる。妓構造である

化ffは粍1120:fJ剛性であるがまた適度な弾性のため

ある位I主は llii'墜を軽減できる。ターゲ γ トのf;Jdk

ojll分をチェイサイヒ弁で措iい問むようにして捌むの

で.相対的な位置・辺fリ~)i1 "Jの誤差を大中Mに尚一作

でき.回転万1'1-サの誤差には /);U'l'.的に"日WJがない。

ターゲット形状は lji 純な球形であるため.チェイ

サ fHJI はこれと多少jもなった形状・ J' i:1、のターゲッ

卜でも 汗行でき， ドッキング機材Lの共;ru in>品化が

図れる。結{-t f主ロソクすれば味附lペアで紡イ干され

た構造物としても利用できる。構造が円環状なの

で'1' 央官1\ を i1 通路や配線・配7\:に飢える。さらに.

ドソキ/グ機織の部分だけを本体から1;1)リ離して

i卓隔ノ〈ーシング装 i位とし.その後.) I き寄せて桃j立

物を，ill泣することもできょう(図 2 )0

ぜ込
図2 遺廟パーシング/ドッキング

3. リニア超音波モータの試作

ヰ斗 li /.長 HI] 情造物のような適応情造物のア 7 チュ

エ-1 には J函7;12 は・ I lL ro.珪式の [III 転 113 モータを平 11I1 i

しているが.回転五 liM! を l打線J:fi(iiJに変換する機附

と， ，リ i 哩!の j生l主やトノレ 7 を f~: r-るための i~iX il£ ~I~ とが

必攻て“ある。また， 'IlLfJi lパモータは磁場を発生す

るため.磁気センサに彩 'f を及ぼしたり.逆に周

I) の般公の:;€~，.~{を受けたりする可能性がある さ

らに， i申告 h部材の固定には 'HJTI のロック機怖が必

要である。したがって.アクチュエ -1 だけでな

くその周辺の機構む与えるとかなリ大掛かリなむ

のになる。ところで.紋近急速に手 11m が!ムまって

きた'-じ 1正セラミ， 7 Aの振動を用いた 1111 転叩 l起1

11 波モータは， (l )Hj 車向トルク特刊である， (2) 磁

界を平 IJl II しない. (3)1'1L'.似持能力があるのでロッ

ク機柿が安らない， (4)， :':j 応答て"ある， (5)， 'i干潟であ

る， (6) 部品店数が少なく It つ機怖が単純なので特
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iil; コンパクトであるパ7) 出II nil が不安である，など

優れた特長を列つ。そこて\宇宙適応精i主物JTJ リ

ニアアクチュエータとして超高波モータを 2 降ui

試作した。

3- 1.進行波型リニア超音波モータ

ステータレールの一端の圧電セラミソクスに.tE

弦波状の'也!士を掛け，他端の圧電セラミソクスに

~皇度なインピーダンスを負荷すると.ステータレ

ーノレに進行波が先生する。これにスライダを jil' し

図 3 進行波型リ二戸超音波モタ

つけるとスライダが駆動される。試作器では，椀

I'>lid']きステータレーノレ 3 本を川筒ケース内に， 120

J支出 l 隔で自己 til し，スライダを 3 JJii.)から文持した

(灰 J 3)。スライダ保持力はステ タレ ノレ出l定ボ

ルトの締め込み品で訓必できるため I つのケ

ス内に!lIli]i申告II '保持力調将部を収められ，スライ

ダに特別な川IJ~や機構を持たせる必要がなく、単

なるパイプという簡単な形状にすることができ.

また，スライダ長さに制約がなし、。駆動方向の切

り替えは.励振側と i汲f辰1~1]との!五屯セラミンクス

の役;Ifl] を入れ替えることにより行つ。

図4 π字型リ三戸超音波モータ

3-2.π字型リニア超音波モータ

π'{-:~~超音波アクチュエ-:7 3 イI~I を p-] 筒ケース

内に配iE し進行波型と同様スライダを 3 方f1')か

ら文持する(図 4 )。駆!日IJ hi"] の切り枠えは， π'1'

型超音波アクチュエータ肩苦IIの 2 倒の圧電セラミ

y クスに印)mする正弦波屯圧の位相を反転させる

ニとによリ行う。

4. テザー衛星伸展初期のテザーの挙動

テザ一衛!]1ンステムは.収納重i}j作中に不安定に

なる恐れがあるため収納動作には十分な運動解析

と制御がなされなければならない。しかし唱今後

のさまざまなテザ一衛州システムの利用形態によ

ってはテザ一白身の剛性が無税できない場合もあ

るため，張力によって必ずしも仮って伸展すると

は限らず， {Iド展 ![ljJ作中の絡みにも留若しなければ

ならない。特に{中展初期lにおいては電力傾斜力は

極めて微小であり. リーノレに巻き付けられたテザ

の初期l巻き 11語が磁力による伸民:JJl目前lに彩響ーする

と考えられる。そこで， iヰ lili ~jJ にエクステンショ

ンブームを.イ衛星にスラスタを取付ける方法が
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身えられるが.ンステムを山'*'るだけ簡単化する

ためにスラスタを取付けない場合.繰り HJ しに必

要な張力が.ill JJ傾斜力から得られるためのエクス

テンンヨンブーム!氏関長さを検討するため.初期

巻き癖があるテザーの仰皮初期の学iliJJ を調べた。

図5 初期巻き療のあるテザーの伸展

(張カガ小さい場合)

図6 初期巻き癖のあるテザーの伸展

(張力ガ大きい場合)

リールから繰り出されたテザーの形状は. 1111げ

変形であるリール状初期巻き併が振れ変形となっ

て蝶腕形状になる(図 5 )。したがって，テザ一衛

星jIfJ皮の際も司テザーは初JVI巻き併のために、れII

以初期lには単なる均 lltl ではなく耕'続形状をしてい

ると与えられる。これはテザーの絡みのl尿凶にな

る。しかし.ある張1J以卜では探れずに曲げ変形

となる 1k力の F Ilj_Hi白の存伝は省限変形県論をmい

て全;t~テンシ守ノレエネルギを計りすることにより

説明される。つまり，テザーが蝶腕形状にならな

い娠1Jが得られる長さまでエクステンショム〆ブ

ムを!民間lする。また唱 fill民初 JVIの巻き仰の解放に

1'1£ う全体形状のfill びと仮}J との!日jには l時間依存性

があリ.テザ-lMt伸展の際むこの巻き~1;;のクリ

ープ現象を利肘して.張 }J を制御するのと同時に

~IUJがかかった状態での持続II与 1m も制御するニと

によりテザーのfill燥を進めることもできょう。

5. 月面における振動車自送

}I[(IiI て'の鉱物資源の企 jJ よれ I(J 輸 i呈千 J立として.

似動輸送 hit が考え句れる。 JJUd 也球|で尖附さ

れている Jhi 到J輸i基装也の特長として· (I)椛造が附

ψ であるため欣障が少なく保'下が谷~). (2) 衝喰や

以度変化にも l耐えられる司 (:l) 粉胞のような粉材体

から l 伽|数 (ikg の|占 l体まで巡級可能· (4) ，'， ~ji~i.. JI~

古文1' 1こ・ {τ U' i性の材料の愉送にも適する. (5) 輸送中

に選別. at1 子. 冷!I I. 乾飯~ 守王手 I]， 分離'. 研j蒋.

~1-1IL 充績などの似介作業が可能. (6) 水‘ |ι 輸送ば

かリでなくi]i' I自輸送も可能. (7) 振動源が屯俄式の

ものは機械的 t自動部分が会< J!i!れ、ので il'~itf が不安宅

(日) :i lと娠式は "Jr 安動 JJ が少なく，また.大きな基礎

工:ドも不安.など数多くある。一方· (I)硬い物を

輸送すると騒 7T が出る. (2) 精神;機器や域れやすい

物の輸送には不 Ii ，] き. (3) 長距向性輸送に不向き司 と

い 7 制所もある。しかし. }11(liJでの鉱物資源等

の制距離輸送用仮動輸iιでは. (I) 騒舟は問題にな

らなし \(2)機械的問動部分がなく ~I~l治が安らない

ことはIZZEtドでの使用には大きな利点である. (3)

if[力加速度が地球|より大中日に小さいので少ない

動力で済む.などの利点が多し、。このように. pI

fm に必ける振動輸送ふ大総犯ではあるが単純で

且つ機能的な装置の例となる。

6. おわりに

ニこに紹介した日 f'允は， fbi5 年 3 J-Jまで li'~f

が勤務していた点以辺機大 'γ .f! 1! [，学者 1\産業機械 J~

'I科において行われたものである。今後はす :'lii 科

学研究所において， j-:市における工学としてより

実態に且 II した方向に軌道修正しつつ発以させて行

くことが課題である。(ひぐち・けん)
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問介せ先:宇宙科学研究所研究協力課

共同利!日係

0427(51)39J1(内線 2234 ， 2235)

お知らせ M車単車店店M車京·)0(車車京車京M班南京嵐南東南車M東京司':J

*シンポジウム 骨平成5年度一般公開 叫，

科学衛星・宇宙観測シンポジウム I IEI 1時 7H24 1JI! O 午前 lOll与~午後 41削O分

I I 場所宇H1'科学研究所
日 II寺 子成 5 年 7 n7 日休ト 9 日ω I II I (神奈川県相模原市由野台 3 J 目 l 岳 l サ)

場所宇宙科マ:研究所本館 2 附会議場 I I 公開 ・ロケット.衛足の試験設備等

-磁気凶観測衛星 GEOTAIL

·x線天文1布地「あすかJ

-開発試験中のM-V ロケット他

他に. 1吹同会.ミニミニ宇宙学校等も実施します。

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール(7月・ 8 月)

7 月 8 月

5 10 IS 20 25 30 5 10 15 20 25 30

M-3511-8 口 R2PL 当日I' L討結合わせ

SA+KMJ 藍 F値場試験

(II 痛} 2 町 31.'1: J幸子強度試験

(ISAS)
M-V 後書m且びス I) '/ハ強度 4験 NFlnl ，ni式験

(lSAS) (ISAS)
MU5E5- 日 熱 試 験

(ISAS)
CN-SJ 取付 Iii コネクタ取付.配線.処姥5-520-17

5-520-19
(NEC)

MT-135-58.59 噛{~わせ

仁三コ

"， 2;. 人 k気球実験

(SIlCI

評議員及び運営協議員について

評議Ii及び;:.ji百協議只は.次のとおりです。任 lUI (平成 5 年 S }J l 日~千成 7 年 4 月初日)

評議員 (50 ifNfil (20 人) 運営協織員 (50.¥ 順) (21 人)

氏名 職 名 専

有J1 ， 削人 法政大中( I' :·ti~ r.)教授

JHI a'A: 岡崎凶 ιJU"I 酬究開柵民

岩崎世 井uヒ」→...，大 '!;l~

大久保忠判 |智大下.fl It L" ，:郎 1*

，I 、!日 捻 開化学研究， iJr j1 1l 十 I'-H:

金保lIt i;人(!I~ 大阪大 t h::

木村通f1l~ 地Ufo) に学 (!,," tim) 粒t1:

占 f子山持 1'1立天文fiH:

ι村令自II ボ仰木学(J'I'?部)教授

本怯宏明 .!Ii}jt---l.:.軍大学長

i'f'f .:..岨 東山大学 LL? 部)教授

関u .tｷ Jl(京よ学 1円借教段

内 10. I俳人 耐早稲川大学長(現法乍部組段)

西村 純 神奈川大学( I:宇部)教授

野村 I~ 也 'Y 'ii l閲覧畳 II 全岳日

足fト J炉開 l吋立隔地研究所民

増本 岨 東北大学金属吋料研究所仕

山~t "司王 寸':Hi開発・I'革円jJ!J[ 'I' 1毛

山本 '九一一 lnl大中(法学部)教佼

占川 弘之 東 J;U史学 iミ

氏名 置 名 •(所外)

I勾 UI 且1"1 見t ，;(大学(大詐院用件系研究 HI 教授

I!II雌庄一郎 車京大学( 1 学問}教ほ

本刊特出 点目 ill 大中 {γr 部)教ほ

，ト千位一 l玉II!. 人;i.: fi (光宇品、外線反文学研究糸)教ほ

'1' 坤 ‘If 外訂正干し~大" (用 till)) 教t'l

1(，(仏文雄 m ，j( 大学'1:.JTiJ:技体I研究，祈長

雌J以 i貨附 .f'I'i&i大学( [:'j£;郎}教ほ

証正 守主連 立教大学理乍部長

1(-問靖彦 早稲川大学(埋工学部)教授

八坂官雄 NTT用組システム研究所主席研究U

(所内)

干-HIll "''r:'lii 概進研究 11. 、研究主幹

奥則的之 J<ilJj )ι 世研究系研究主付

'"応住ー 'J: 山崎 i語研究系研究主幹

4ft 水枠犬 ?昌弘研究系研究主幹

U.Irl' 哨郎 企幽。国鴨主幹

同川市一郎 A三階 f、プラズ?研究系研究 i 幹

凶川篤リ l 対外協 }J 唱 i毛

凶村肱充 f街閉店Jl U二学研究系研究主枠

I~i 事 作千千 Y'di 探伐1::'jI:研究系研究主幹

構肝文命 ニ-P m岡研完系研究正仲

松1ι ヲL澱 ンステム研究系研究主幹



一ーさや*内之浦のシユミ y トがとらえたオ
倒防ilS 11 リオン大星雲

:事J!J) (表紙写真~撮影 栄楽正光氏)
現在 KSC の栄楽氏がシュミ y 卜・カメラによっ

て全ポのカラー・サーベイを精力 (I(J に行っていま

す。 1992 年 12 月 29 日の 16 時35 分40 秒(U T) から 180

秒筏山で表紙写真のような傑作が出現しました。

紺I' 、線になっているのは的 JI ニ衛星です。ンユミ y

ト・カメラは f'{ !J!.の H 周辺動に同 J~I して動いてい

くので.的 II 衛星が線になるというわけです。な

お栄楽氏は I I血l角について 30 秒と l別秒の 2 州知の

百五山で織りつづけており. 1200 画角を織り切るに

は数年の，:Ii:月がかかる見込みとのこと。頑強な在、

ぶと身体で. "民気をおしてこの意義深い作業に儒

闘する栄楽氏に戸媛を送りましょう。

(的川泰I:i:)

会第 12 固宇宙科学講演と映画の会開催される

宇宙科学繊 i寅と映 Illii の会が. 5 月 9 日(II)午後 2

時から千駄ヶ谷「津田ホール」において開催され

f、。

この行 '1~1 ム本研究所が創設された日( 4 月 14

日)を記念して毎年行われているもので，本年は，

捌次教佼の「スペースプレーンのエンジンの将来」

凶 l沼教授の「地球の尻尾をしらべる」の講 ilil と寸

宙科学平年党ビデオ第 nき「母なる太陽」が上映さ

tLた。

当日は心配された空際様も何とか持ち堪え，岡

村前所長.宵 '4 文部省研究機関謀謀長補佐をはじ

め、約 460 人の米場~.があり.会場はほぼ満席と

講演中の棚次毅痩

なった。

アンケ -f 結*から.来場者のうち兇性が 77.4

%.年齢 20 .1以上 3M 未耐の醤が 4 1. 8%. 職業日 IJ

では学生が 43% で-I!'i多かった。また，講偵の旦 II

解度については r よく分かった J 62.7%. rやや

姥しかった J 33%. rほとんど分からなかった」

4.3% であった。

講筑後の質疑応答も絞 'L、を突くものが多<.凶

村前所長が答弁に登場するなど. 'fi~~ 比例 lのうち午

後 5 II寺 30 分に無半終了した。(胤!日 1 勝1If{ )

講演中の西図書聖侵

*EXPRESSProgressMeeting

I:I H: 共同による恒 l収出カプセ/レ衛星開発計I'lI j で

ある EXPRESS ProgressMeeting が 4 月末ド

イツにおいて開催された。 Progress Meeting

とは，プロジェ 7 トのマイノレストーンとなる会議

である。数凪の Design Review の 1 f\Jに打ち合せを

行うために設けられている会議で.プロジェクト

開始以来何回か聞かれてきており.当初 3 }~末に

予定されていたものが.一月遅れで聞かれたもの

である。今回は， ドイツ fill] で行う Hill 得であり.

ERNO 村のあるプレーメンて"行われた。日本 1J11 J は.

字山 'If. USEF ，通産省，メーカ一等総勢 20 数名

の参加があり， 日本 ml] の熱 IE: を感じさせるもので

あった。

来年の打ち上げに向けて，一層 'I' 身の濃 L\ 真

剣j味を!l" 1 した会談内容となった。次回の Des ign

Review に luJ けて，たくさん宿題を背負いこんだ

会議であった。(安部|径 I: )
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*SFUフライトモデルの総合試験

昨年初冬に宇宙開発ギ業同筑波宇宙センタ へ

総合試験のため微入された SIOU フライトモデノレは，

i見イ1 までのところ順調にスケジュールを治'化して

いる。昨年末からこの 5 )I 木迄に実施された総合

試験の宅な項 u は以下の通りである。すなわち.

アライメント測定.軌道変換推進機 (QCT) ・安

勢制御用推進機( RCS) の機能試験唱熱』liZE試験.

';IL磁適合'1'1:試験.音型l試験. 1-1-IIIf，'!ロケットとの

結合荷重解析のためのモーダルサーベイ試験であ

る。今までの試験の結栄，数多くのも抵〈小さなイ、

具合と，二.三の検討・処置を必要とする不只作

が報店されている。これらの不具令の処置は~見

イl:i 並められている総合試験ののち，的{-， (Ij のI-I -II

'I'! ロケ y 卜射場での最終総介試験に供されるまで

の J~I HiJに対処される予定である。対 H一日明ロケッ

トモーダ/レサーベイ試験を終えた今は，熱 A~ 試

験とす在んてい長期試験(準備期間も含めて)となる

スペ スシャトルとの結合荷量解析のためのモー

ダルサーベイ試験を実施している。

写真 l は.熱真空試験を終えた直後の SFU フラ

イトモデノレとスペースチャンパーで， SFU 上部子

前の円板状の物がンャトノレ 11I 1収則の把手， milI 自 i~ 克

状の平 1(1iは熱制御用材料のセカンドサーフェスミ

ラーである。:母::p.:. 2 に背響試験去にセットされた

SFU フライトモデ/レを.写点 3 にわ til -II 型ロケ y

トモーダノレサーベイ試験状況を示す。写真 3 では，

SFU全体は振動試験装置トーに設置されておリ， S

FU の友手側，半円板の付いた突起がトラニオン

と呼ばれるシャトノレとの結合書1\ で， その下にンヤ

トルからヒドラジン凍結防止用''1£力の供給を受け

るコネクタ (ROEU) が見える。 SFU本体の下に

ある円錐状の部分が，トト H ロケ y 卜で問時打ち上

げ予定のGMS-51話相との分離機楠( PAF) で，右

側の銀色筒状のものが赤外線望遠鏡(JRT S) であ

る。(清水幸夫)

ヲー「ょうニう Jが見つけた活動領域の高温成分

「ょうこう」は，打ち上げ後 I 年 9 ヵ月を経過

したが相変わらず順調に飛矧を続けている。太陽

-7

写真 T

写糞 2

写真 3

活動は極小期へ li'J かつて下り坂で.大きなフレア

を始めとする単発の現象は数が少なくなったが唱

逆にコントラス}がついて観測がしやすくなって

きているともいえる。 l 年半以上の連続観測によ



り活動領域の性質い明かになってきた。ブラ y グ

分光器 (BCS) の!iH'lイオンから放射される軟x

t車線線観測lによリ活動領妓中でフレアが起きてい

ない時でも恒常的に 413万J支を越える高品のプラ

ズ?が生成されていることが明らかとなってきて

いる。 BCSで観測される高温カスの1副主の時間変

化を秋 X 線望遠鋭でとらえた+X X線間像とー紡に

見てみると.この高『114成分は鋭校の小さいフレア

のような活動 (7イクロフレアとかナノフレアと

*(財)宇宙科学振興会役員会開催

5 !-1 19 1:!午後.iZが|喝のiJJ 山会館で(n-t)'f:術科

学振興会の評議員会並びに理事会が|羽 fit され.平

成 4 年度事業報告U~止び収文決算報告他 2 件の議案

がふ認された。

評議只会では， 4 月 l 口付けで全評議f(30名が

改選されたので.今J~I (2 年)の議長を t/:~ した

結栄.林友 1l'I氏が般的された。

また. J理事会は関本，む~LJ111¢.長所ITI のため， M

村龍馬連事が型半長十旨名により議長となり. J!ll.j';

23 名，監事 2 名(うち委任状 8 名)山!市のもと審

議が行われた。

liiJnot 凶の平成 4 年度の主な事業としては.①宇

宙J!ll学及び字山工"(:に従・ I~ する者千研究者に対す

る研究助成金の交付.②宇 ai 科学に|刻する泌外で

開催される研究集会等参加の助成.③ 1字て I山i i干科}ド， ρ、

|関則する国内仰研 f究』築 i拒s会i等守宇 zの閑 1催佳に刈する助!成求丸. ④ヰ宇 ニ三:

1術H 料:学:学芋に l闘剥する知 t識龍の普 j放故 .早砕午蒙{♂祈lず首r可i動4必L1業佐 n字:'1悩11ヨ

6副釧}斤 f一般公|院開非羽 J '講泌と II~ 幽の会・宇宙学校等の行 4r'~

の立;彼，字，由

尖施された。

τ干F成 5 年度の守不 1J業監師 E計十 11州1同町 I及止ひぴ，収支予 1算~:雪笑促について

は.去る 3 月 12 日及び 17 日に評議以会及び理半会

がそれぞれ開催され.平成 4 年度とほぼ同規模の

事業計画と子n:がノ声認されている。

なお.平成 5 年度より Iii] 財団では賢助会民の募

集を開始する。これは. I百j財団の趣旨に質問する

法人を対象とし， 4~ ::!I'fit!;ijfJJ の一層の充尖をはかる

ものである。年会 'l~ は 1 IJ10 万円，詳細について

は同財団事務局へ。 ft0427-51 ー 1126

か呼ばれている)の ill ね合わせから成リ立ってい

ることが判った。それぞれの活動現象て'は l 千万

l支を位えるプラズ 7が3it られているのだが.ある

瞬間をとって見ると.あるものは放射によリ冷え

つつあったり，あるむのはちょうど加熱されてい

るところだったりで.キ J!-) すると 4 百力 J支ぐらい

になる。 iili 'j;~' の 1-2tj )j l止の的犯太陽のコロナ

を生成する機構とは自Ijの )111 熱が川田 !J 微減に甘か、て

いる。(i度 J量$:1;抜)

官宇宙研ビデオ第 2 巻「母なる太陽」頒布中

宇宙科学碑発ビデオシリーズ第 2 作目の「母な

る太陽」が完成し， OH) 宇宙科学振興会にて好止 I'

\Ji(布".です。

特に太陽観 iHiI1章 i ll!. r ょうこう j がとらえた X 線

によるダイナミソクな述絞 l映像は，激しく前動す

る太陽の姿を比 ιI~ に 1J し tH し!感動と I ， ;JII 与に， j:'di

への知的好奇 'L 、をそそるものがあります。

また，教 nl !i・保必ず;の }j' の々ための解説 JF がつ

いており.太陽観測の}悟史や鋭 iHIJ }j 法から .J 主点

や7 ロミネンスなどの現象をわかリやすく解説す

ると共に.科学者たちが太陽の謎にどう取り組ん

でいるかを紹介するなど.小学生から社会人に宅

るまで多くの方却にご覧いただきたい作品です。

VIIS カラ 28 分定価 3 ， 300 円(税込)送料 510 円

IUJ 介わせ・申込先 (財 )Li- 宙科''1:振興会

ft0427-51-1126

なお. ~~ 1 巻「 fj 二J山F をさぐるーロケ y ト・人 l

I申i I]! ，ー」もイ1:1卓が多少ありますので ， m せておボ

めください。
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インドの宇宙開発

的川泰宣

インドの J ・ Hi開発の中枢機関である ISRO (イン

ド宇宙研究機|則)は 1969年に自IJ ，没され. 3ij三後に

.j:Hi 委只会と. jo·l.li庁が設心ーされた。 '-j': f加すの年川

Til:!;!: 約40 f.\): Jレピー. うち25%がヰ:m -IYi" に ';lfIJか

れている c また 1・街!干の版只数は 16000 人で.うち

寸..山i-lト?ーに J持わる科学~.技術れは 10000 人。

特に近年て。は企業への修行を 4占領的に進めている。

科学技術庁傘下の多くの研究所は，推進責 IJ やコン

トロール・ンステムの開発に l 'ii l わる恭俗研究の分

針て二市宙庁からの子 tl を li.Eって宇'山・計画に参回

している。

1.ロケットの開発

宇宙開発に|見 lわる名部門は司表のようにそれぞ

れのセンターを持っている。ロケット開発はヴィ

7 ラム・サラパイ宇宙センター.衛星開発は 1車i1t!.

センターである。エンジンの開発は.特に俄進系

が液体推進センターて'行わ jし J也|ー燃焼試験がス

リハリコタこド日{センターで実施されている。宇宙

H? はイム〆ド各地のいくつかの ~)f' 先所て'行われて

いる。

インドは外 lnl からの技術 j£: 助を fl lJぎながら.ま

す SLY (SatelliteLaunchVehicle) '\~という人工

枠内'打ち上げロケ y ト( 4 段式)を開発したが‘

その後地球 1~lul の低軌道( LEO) に 150kg のペイ

ロードを投入することのできる ASLV (Aug lT】白川 d

S しV) J\~ ロケットを 1987 年から使い始めた。実 HI

iaiJ{INSAT むこのロケ y トで打ち上げる。また現

在.極!氏軌道に約 1 トンを投入することができる

PSLV(PolarSLY) 明ロケ y トの開発を進めて

いる。将来は昂 iI-.軌道に 2.5 トンを乗せる GSLV

(GeosynchronOllSSLV) 引ロケ y トを開発する。

ロケソトの製作には企業の占める ;~ll介が大きく.

2. 衛星計画

当而は. リモートセンシングiai Ji1 (I RS) と科学

術1Jl. (SROSS) にi1t点を泣いている。バンガロー

ルにある i府保センターは.尖用 科学のすべてに

わたって rai昼間発の中心機関て iai長の設計・製

作 テストのためのすべての設備がある。衛星は

すべて IHIが製作するが. fnは(たとえばINSAT

は)千術庁 科学技術庁・ it自信庁が分担している。

rail言の分~!I' t. 1此近では企業への移包を Q漁f! (J

に進めている。

千}プ・ f:~iJlj. (SROSS:StretchedRohiniSatellite

Series) は科学刷の唯一のミンンヨンで.すでに

1987. 88. 92 年に. ASLV If，'lロケ y トで打ち上げ

られた。 93. 95. 98 年にも 1J ち上げの予定がある。

|ラッキ/クはノ、 γ サンで f j っている。たとえ (;f

92 年に 11 ち tげた SROSS-C 衛星( 106kg) の撚， I在

機器は.①亦道上全屯再1i. 1l'lのプラズマ検出総.②

7線パースト検出~'" (20-3.000kcV) である。

近未米の科 7・ミッションとして rpSLV 型ロケ

y 卜が完成すれば X 線ベイロードを.また GSLV

m ロケ y トができたら.ノ ')(1 止に行きたし、」とは.

ISRObHf の U.R.Rao 氏の見解。

(まとがわ・やすのり)

寸ヴイクラムーサラパイド宙センタ {テイル ヴ?ナ /7 プラム II

斗ス 'I ハリコタ宇而センター(スリハリコタ) I

I Tr耐l施設(ハけr/)I

LjI~J 覚。教育 til 通 f ， rユニ γ ト(アー〆 Fパード 1\

イノド

字術研究機|期

(ISIW)
寸 ISRO 術 !11. セノター(パ〆ガロール) I

川疋然資i馬術開1H'机IfLιITIセノター(アーノダバード) I
I I ス7ム i

い一一---.J H 液体制ンステムセノター(，りがロール.マヘノ門判引ルーヴァナ月プラム)I
川リートセン I IIH ~I _~ ~人、， IHIn性ノステムユニ y ト(テイルーヴァナノタプラム) I
川シングI..; い

一一一一-HTTMネ，トワークバンガロー臥叫 7吋.ス 'I'、リコタ。ト処ニコパ弘←リρス l

E亙~Ic

I'<''illt!Ji211

llilt~)d;i I'i"tiili"I
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A主主主 8 th
Societyの国から北極圏へ

中島 {変

5 月 10日から13 日 i包ロンドンのRoyalAero

nauticalSociety 本部で開催された第 12 回安力減

速システムシンポジウムに出席。会場は隣桜する

近代的なホテノレとは対照的な歴史を感じさせる建

屋であったが，内部はいわゆるソサエティを意識

させる jii りて 1 なかなか良い感じのものであった。

ンンポジウムの出席者は約 60 名。縦四先生によれ

ば. 世界でノマラシュートを研究テ <'I こしている

人々は大体この程度との事。このシンポジウムに

出席するのは初めてであったが，前回あたりから

グライデイングパランユートの(JJ f究発表がJi'lえて

米たりしし、。誰も同じような事を考えるもので.

我々と同様の司王を計画しているグループが 2 -3

見受けられた。会議にはレスター大学のコ y クレ

ノレ教授(慨に ill官された様子)等，顔見知りの方

々も出席しておられ.寸ー宙研からの出席者と ICI交

を汲めておられた。

最終日に発表後，パ y キンガム宮殿万面に向っ

た他の方々と別れ空港に尚一行。夕方の似でオスロ

着。税制オスロからエベンス経由でアンデネスに

到着した。エベンスからは20人乗りのデノ、ピラン

ド・ツインオ y タ 。 IIR下の海は今まで見た事の

者小、ような景色で. )，誌は多いが l白ぐ深くなってい

るのか.色の変化が急であった。アンデネスから

迎えの車でアンドーヤロケット打上基地に到着。

来年2 月打上予定の S-31O-22号機に闘し打合せを

行った。 t況に 2 機の S -520ロケ y トをここから打

ち上げており， tu当の技術者から， 3佐々先生はど

うしているか，足を J斤った彼はどうしているかと専

の話が出るなと'和気あいあいの打合せとなった。

笑験場の技術者は全体で20人程度か。かなりコン

ノ守クトにやっているなとの印象を受けた。打合せ

後，基地内を案内してもらった。 2 - 3 年後に，

白前の 200 kg科 l主の極軌道術尽を打ちょげ予定と

の事であったが，その発射撃備俗の建設予定地は

未だ何等習を明ii もされておらず，間に合うのか気に

10

なった。

j週末はこの辺りで最大の町トロムソで過ごした

が，雪におおわれた台地状の III .々映画で見たよ

うな気がするずんぐりとした漁船等が印象に洩っ

た。レストランで.英語のメニュ が無いので，

少し英説が話せるウェイトレスおすすめのフラ y

トな魚、を注立;したら. カレイかヒラメを予 121 して

いたのに，タラの切り身が出て米たのにはまいっ

た。

トロムソから航空機でキルナに行く子定であっ

たが， 航空会社が 1仰倒自刈 l産したとの 4半壬てで柿急急、きよナルビ

クまて

〈事になつた。鶴出先生から話はうかがっていた

が噌ナノレビクからスウェーデン凶境迄の封一色は見

事て事 IJ 半はフィヨノレドの J工沿し、に進み，半外の

景色に見とれてしまった。絞 k0J. を越すと今度は一

変して冬景色。槻 lはまだ凍結しており，ノルウェ

一間 IJ との気候の援に驚いた。鉄鉱石の生産地キル

ナと不凍港ナノレビクの関係は.小学校の教科書で

ザんだような気がするが，今固まさにそれを体験

した ~J~ になる。

キノレナでエスレンジを訪問。ここでは「あけぼ

のJ. rJERS-IJ 等の追跡管制を i背負ってやって

おり日本との関係は奮の係 f 。エスレンジの所長

や，鹿児島の ISTS で会った事のある 7ノレカス氏

他とエスレンジに於ける宇'白川!の気球実験の uJ 能

'1'1 に付き話合った。エスレンジでは. CNES がロシ

アと共同で計画 j中の火出 探布ンステムの気球に供 l

する実験が今年末に実施されるとの半で，今後宇

宙研の計画にも協力して下さるとの事であった。

エスレンジを夕方に発ち，ストックホルム経由

で帰凶。帰凶後すく eに S -310-22 号機の会談が開 ill ，

され，私の報告を 1止に質疑応終;。さっそく Fax に

よるアンドーヤとの述絡調絡が始まった。

(なかじま たかし)
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「も号訴宙 SETI~宇宙に天国を探す~

宇宙生命 (8)

地球外の生命を探すのは燥しい。太陽系l人l であ

ればH~かけて探作ができるが.太陽系外であれば

お千 l げに j11: ...、。分光臨l. ili'l などで生命がありそう

なf筑波の情報はわかるが.生命があるという決定

的筑拠を太陽系外にみいfごすニとはできないだろ

う。ところが. I~'~ J主な技術文明では z可能刊:がある。

文明治則Jにともなう現象が111lえられるからである。

さらに.その止: IリJ が交いを;)<めていると桁段に・俗

坊となる。

1959年. ココーニとモリソンは.地球の泊lJ技

術を f·Eえば lIU::jiJ宣伝ができることを指摘した。そ

の通信千ャンネルとして.銀刊/Iニ7'i-か，;:'1'1':上水素

1(;(-(-の H~ す波長 21 センチメートルの屯械が IH どと

していいということを主娠した。ありとあらゆる

チャンネ Jレを傑し尽くすというのは 41' 現尖的だか

らである。~i.I 960 年にアメリヵ !E! .Ji: :必波大文台の

フラ :-7 ・ドレイ 7 がおこなったオズマ Ii' 十 II町では.

2 例の太陽n; r~ ，I t 切り盤(;l:' H. 21 センチ線で探伐が行

われた。

オズ"7，:I'[ifij以降も地球外文明係し. SETI(Search

forιXI ra-TerreslrialInlelligence) は実行されて

きているが. もちろん発見されてい主 L 、。 jli'年で

はア j リカ介衆|五!の泊 l肋が高い。オハイオ州立大

7・のクラウえからディクソン.ハーバード大 'γ: の

ホロビ y ツ， カリフ才ノレニア大 γ. パークレー校の

ポイヤーの."7イクロ J彼庖て

の 1他也に.フランス.アルゼンチン.オーストラリ

アでも i舌Ii!J が続いている。

1992 年秋. NASA は本給的な地球外文明のマイ

クロ波探伐を始めた。これには 2 つの探作モート

がある。 OH::( 探11')は. 80 光年以 l人jの脱出祉の太

防 '\'!800~. を対象に. IGllzから 3Gllzのバンド内

を IHχ分解能でE湖べる。(全λ;探盆〕は.令天の

JGHzから 10GHχ までのノぐンドを30Hχ分解能で調

べる。

SI，Tlに|則しては IAF SETI委u会と IAU (I1i1

際天文述合)第51分科会が大きな役'，I~J をはたして

きた。 Ijij .r，.は現'~の指針作リを.後片はす問的な

I(Iiを w ってきた。 I也foR外文明がみつかった場合の

行動指針が. I具Jj主 l.lil際科'下組織で討議され γeEl"

ができあがった。 fj也球外知性体発.lL i圭の行動に

lJ!jする 1，，( IIリについての"Li IfJ なる文t作である。

STEIに関係する機関や例人が 'Po·r， して発効させ

るもので. IAIごの委只長から.趣 13: 占と盲:バ参 IJ I1

fA 中， Ii がi語られてきた。宵百は 9 粂からなり.1.

6在認義務. 2 , 山吉参加す;への通報と雌認体勢.

3 ，匡l述・関係l主|際学術開{本への通有L 4 ，公(I(J

h正体でのずU~\ 5. Pih認川情報の公開. 6 ，倣絞

観iWI ・記録・利 11 1. 7 ，屯 i滋波チャンネルの場子干

の Ii1J 波数似 l~' 8. 1子芯以!日 jの札、干干の祭 l J-.. 9.

-1 ~'I\ d" に付する IAF と IAU の委員会の役，甲 I. が述

べられている。

半付 i誌の「妖)， U，l. ;J がとうとう第 7 巻をむって

完結したという。この地球は何かの [tlι によって

つくられた illii ヒの il IlU~( であるという設定。だから

動物む刷物む人も殺しあい.殺{主としている。

この til ーはうまく興味深くできている。地球は生

態系が絞りなすt.r~の坐だという考えがある し

かし何と J おうと. f1 A1 の々 'I:. 命にとって 'tごさるこ

とは i品開である。 -JJ で. .II:I"I というものがあっ

たら 3 EI て官包きカずさてしまう σ〉て1まない古‘と巧え

るも のである。

オズ"7，:h画のドレ -7は.銀illJの中の文明の数

を推定する w率の式をつくった。文明の平均寿命

が大きなよ知数であり. SETI が成功するかは.

このrnによるところがAきし、。さて.飽きのこな

い天lEIのような安定立超文明があるか。人f!iが見

つけるのはこんな逆説的な文明ではなかろうか。

残念主カfら.こんなことはいくら与えてもわかる

はずがむい。まずは探してみる. ;If;.行して宇 'Iii そ

のものを t制べる.そんなところではなかろうか。

一 'j:Ui ulf一千林久

ー



地球を

ないたろうか 以，jij. 1'1然の of，tHに従って消滅し

て L 、< I己瀬の i~:'I~( (;;~ IJ~C Ji.: 柴樹林へと if主化して

いく)を t]t. ~)j を造って人為的に{地必すべきかどう

かのぷsおかあ勺たか. l'ilHd ニ. j也tまたうて H年ノマ刻

々企:勺ていくらのなのである J是々のII 千 II止してい

る阪ASlム id初jからあヮたわけでは主<. 201:百年

!i ど的に h古 ~&J刊4フランクトンにょうてれられたと

されている 大気の組成かカらりと変勺てしまゥ

たわけで "·tll与としてはとてつらない成岐IiIU壊で

あゥたわけだ それまで'I 息していた荷量ぷを嫌う

W~々が放射能を師、うよ'パニ)無数の JI:. ~l'jが犠中|

となリ絶滅していったはずでーある。その後の生物

進化の日正~の 'I' でも.ある卜f，.肢の Iii JJI，がらともと

いた H. を滅亡させてしまった(91)Ij:いくりでもあり

そつである。こっ J5・えてくると， 人 11\l というサ物

がはびこって.千ドJ二 J主 f市I を千にし、 1也の中ヰ'o/Jたち

を絶滅に illいやり， 以内をガスを!皮 :H してう，'dl止を変

えてしまうのも，地球ift化の if，しれであるととれな

いことむなし、。現凸の 'j'.物にと勺てはM ましから

ざる環境の中に司新しい生命か(ロボ y トかむ知l

il 主 L 、)‘地球はすてきだと I 1 って現れてくるのか

も知れない。人Mの44知を版i史して.地球をすっ

とこのままにしておくこともできるか L しiLない

か.それは本当に良いことなのだろ 7 か

I也f抑止すばらし L 、。と l'iJ II与に無72 である とい

って環民問題などアホ央いと J\づけてしまうこと

むできない 般若心経の中に「色llll J£~. :1'!!1I是

色J という弓集がある。形あるものすべてが無治

であリ「宅J であることを↑ft リ， 1'1伐を断ち切リ.

すべてのものから解き欲された心をしって， もう

一度 rTE 」なりとしたものを見るのだそうである。

そのもののために奮悩努力するのだそうである

地球をそんな討で見てみた L、。そんな心を一人で

し多くの''''-f:生に伝えたい。そう思うこの頃である。

('，正気iI宣伝大学.ゃなぎさわ・まさひさ)

づぷ
ρif! 三t
~iir
この:3)1. [£1 際研究集会派泣研究 w としての伝

Di J をいたたき.年に lE の惑 J~ 冊究朽の~いてあ

る)j • ,3),'. f千'I会『議 テキサス州ヒコーストン

に WI市する機会を得た 我々が 'j: 'd ip}fのレールガ

ンを.f' 1)l1Jして j j-ヮている小，3M衝突実験の成~~を

発よし. I口;j :たれたちと，議 zおしてくるの刀‘」な n (I~)

であったか . ,.:l'X. fYt全体にわたうてita!i の↑II割i

を f!} て. Plf'Jtに役;にてる:工かりでFなく.そ il を大

学ての地球 ，，3 1{f十'下教育に)正映させたいという

店、ぃ L あゥた

~~)l 科'γ には‘未知lの世界に対するロマンがあ

る それは.また.地球をよリi込 < i'l!解するのに

~11日に役 ιつ。 litって.ニの分~f'の研究はむちろ

ん. III に続々と人材をj亙リ IH している大γーにおい

て.tSill の ill 出Lに刈する興味をかき ιてながら，

jiJ!f.阜の災しさ.かけがえのなさを-T'Eたちに教え

るニとは. とても 広筏あることだと，目、つ。それに

よって .1皮らの人生UI.がUかになるばかりでなく，

どんな分間にj韮むにせよ.彼らは.M句かの If~ で，

J也上位のニとを与えてく Hるようになリ. 作々の月品

業の 'I' でfZi疑問泌を JFえてくれるようになるだろ

う これこそ.人矧がl白一 liIiしつつある地球環境問

題解決へIf'J けてのiTi 安な一歩になると思う 今[lJ1

の会議でむ「地球・~:¥:Jl~.千 f'γ・をいかに教育するか」

というセ γ ションの'\'て二この分針の教育か.地

球を大切にする心を主主うのに大いに役立つことが

述べられていた。実際，宇宙にポソカ，}と t手んだ

地球は.他のどの!岳民の安よりも美しい。ほどよ

い太陽からの距離.海. I弘大5FLの問の絶妙なバ

ランス 無数の牛命と共に. j也球白身む I也i.Hや火

山噴火によってそれFl身生きていることを時々不

す。良くできた Jilt.:' とつくづく思う。

だがー l 待てよと考える。大気や泌をi'j し.動

物たちを絶滅にiG.いやっているのも人IHIの身勝千

なら， j也f;j(をずっと今のままにしておきたい.針

生動物をu必したいと J号えるのも人II日のエゴでは

*目
，巳ρ つ

相II i宰正久
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